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韓国文化の表象と諸反応について：ディアスポラ的視点から

李善愛（宮崎公立大学）

1 はじめに

 本稿は2000年3月17日より18日まで二日間、日本国立民族学博物館で開催された

「日本における韓国文化の表象」のシンポジウムで論議された内容をディアスポラ的

視点からまとめたものである。

 本シンポジウムの特徴は大きく二つに分けられる。一つは、韓国文化の展示からそ

の展示評価にいたるまで日本の研究者とともに韓国の関連研究者が参加したこと。も

う一つはシンポジウムで使われた言語が表象される側の言語であることである。

 韓国文化の展示の特徴はプラスチックが導入される以前の時期に限定した民族学博

物館の方針を変え、民族誌資料を現代のものまで収集・展示して「伝統」の変化性を

取り込んで表象したことである。また「もの」をみる側の展示された「もの」への接

触、展示された側と「もの」をみる側との対話を試みた。さらに、展示される側と展

示する側との相互交流による展示された「もの」への再認識である。

2 韓国文化の展示内容

 展示は生活用具から韓国文化の多重性と歴史性の表象を試みた。まず、展示場から

入って左側の壁から韓国の五千年の歴史を象徴する聖君像をはじめスポーツ、台所、

子供の部屋と韓国の中の日本文化などの現代文化、キリスト教文化、儒教文化、仏教

文化を伝来順に配列し、一番奥には基層文化の巫俗文化を配置した。巫俗文化は韓国

人の喜怒哀楽を表現しようとしたものである。向かい側の右側の壁にはチャンスン・

ソッテ、平生図、仮面劇、農楽を、それから中央空間部には住生活を表す済州島民家

とパティオの酒幕、食生活を表す食膳とキムチ瓶、衣生活と人生儀礼を表すトル（生

まれて一年目の誕生祝い）、婚礼衣装、葬服早早などの資料を左側の壁の資料と有機

的な関係を保つよう配置して韓国の生活風景を想像するようにした［朝倉敏夫 2000］。

 この展示は1997年から「『もの』をとおしてみた朝鮮民俗文化」というタイトルで

共同研究会を組織して日本の各大学と美術館で活動している韓国文化の研究者たちと、

韓国の博物館関係の研究者と人類学者たちの協力によって行われた。

一204一



重｝ヨ｝｛｝室｝q豆杢｝斗；司璽｝暑6剛可司一（判一diaspora司λ困6翻λ1一

李善愛（宮崎公立大証）

1司司世
 薯 『音｛≧ 2000遇 3・豊 17望早日 18（穀ηトス1 01暑イ｝，（§薯 号i召『ユξ弄重｝叫・暑平｝

・1手司を『望国司1戴（＞1刈到重｝号呈司・到雄島』司朗を碧王ス陪・司レ『豆

薯：…ヨ L土語｛｝ diaspora司 ノ・1召◎11入i 層司重｝ ：i焚011斗．

 01q〒・召司91耳噌｛｝ヨ洲27トス1暑夏・午銀1斗．梨タ㌍壬重｝号呈糾91石

入1碧7回。1旦71叫ス1異文三把丑な誹セ望二心q子スト斗社。1異文士爵

州豆皇国セ量号釧豊む望〒スレ｝君7ト司・銀叫山彦暑圃，望〒噌司司レ日

入ト暑宅望（判7ト豆杢｝月ゼ二三望（露国1斗セ召01τ斗．

 重｝号｛掴・週入回号召｛｝，署叫ム目暑三r雪垣・71・レヨ釧入171呈重｝恕殻q

剋否叫叫暑モ｝到フ1薯磐苓暑叫平・囲民族誌スト豆暑週朗q裂叫ス1牛召・石

入1掛φ 「石彫」切回哀思暑豆乳聾裂。1叫．王，書字｝スト升石入国ス障｛｝

璽｝対暑夏銀エ，石入1自動斗望星｝ス桝到司画素入1王訟訴叫．ユ司エ，石入1

月セ等謡扇入1苛ゼ等潮唄を司セ？ユ剤暑ス刊叫q入図歪裂01叫．

2重｝号呈糾91転入1用暑

 雇入1モ∋層暑暑干暑剛ヌ1司・α1を号弘治潮多重性斗9λレ暮暑叫1斗川エスト

司・蝕叫．♀旭，冠λP毛｝唱干到♀1等膚立法早三重｝号心魂遇円入ト暑な碧苛

素量量杢｝｛｝日1昊苛司ム王主，早～舜，酬遇。國磐叫をヨ｝舎到底薯上演号

到む州血温，フ1昇皿山糾，♀皿古謡，暑三士熱暑冠謝念皇千官口添エ7ト

を勉等州セブ1吾窮鼠望早舎呈糾過重耳ヌ1司・銀1斗．早舎呈糾セ耐号望到司

上。煽動止む司・エスト針銀惰民司尋？1皇喜等用州ゼを告斗上身急白

呈，7ト遇号，告叫暑，ユ司エ号（け号社団州右手想右上耳E｝川ゼ刈手三剋

7ト二二比良潮手叫，剤想暑｛｝叫日一川セ早｝杢｝斗召ヌド弄，釧想讐斗皇1想釧司

暑叫E柵直前，喜司回な，な昇斗甘・⇒号潮スト豆暑宅等唄到ス障9｝弁

フ乱心モ捌二上一団石入1司・明委｝血肉想暑号ぞ暑甘甘糾71唱三尋苛蝕

亡卜［朝倉敏夫2∞0］．

 o｝ そiノ・1モ∋ 1997唱早日‘‘‘ ｛…・そ1’｛｝ 暑さ荊ノ『  薯 三益・起  剋舎・呈・重｝”モ三｝モ三 日一〇1暑

呈晋暑q干司暑呈司司・α1望暑到z：卜司叫：叫ロ1含喜（刈レ『暑暑司・エ戴セを

号呈糾望子ス匿斗妊テ到叫暑吾吾刃1・ヨ子ス匿到唱弔。刊到司。園ゑ可．

 皇咽宅尋号到畳む（ヨ〒・ス陪薯剋昇司・司，マ1舎司・司，叫暑豊叫司r雪を州
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 招待された韓国の関係研究者たちは人類学的、民俗学的、民俗歴史的、博物館学的

立場により多くの意見を出し、これに対する日本の韓国文化研究者との議論が交わさ

れるなか、異文化表象におけるもろもろの問題点が指摘された。

 その中心内容について三つにまとめてみた。第一は、民族誌資料の誤った配置とか

なりの省略は異文化理解において誤解を招く可能性が高い。第二は、韓国文化の展示

に多重性、多層性という時間軸が設定され、現代の生活用具の展示したならば、韓国

の植民地文化と分断されている現実を示す戦争・軍事文化に対しても展示するべきで

ある。第三は、展示された民族誌資料がどれほど韓国文化を代表し、伝統を代弁する

ことができるのかということである。

 ここでとくに注目したいのは議論の中、第三のところである。議論の第一と第二は、

展示する側を中心として少しずつ修正・補完して行けばよいことである。しかし、第

三の議論は表象される側と表象する側が一緒に注目すべき問題であると思う。

3 表象される側と表象する側

1）韓国文化の代表性

 韓国文化の展示を見回った韓国の研究者たちの意見は、日本人が韓国で日本料理を

接するときと、韓国人が日本で韓国料理を接するとき感じる違和感のようなものであ

ると思う。ただ、料理は食べてしまえば後が残らないが、民族誌資料は展示されて

「異文化」のイメージを規定してしまうのが料理との違いかもしれない。

 先述したように、展示された資料がどれほど韓国文化を「代表」し、 「伝統」を示

すことができるだろうか。これは資料による「真正性」に対する疑問として理解し、

韓国文化の停滞性を意味するものとして解釈することができる。

 「真正の民族誌資料」あるいは「真正の民族美術」の基準が前提としているのは、

それを作りだした「当の社会」が完結し、閉じた、変化のない社会だという考えであ

る。だからこそ、その社会と外部との接触の痕跡を留めるものはすべて「伝統」文化

が「変容」を受けた結果として、その「真正性」を否定される。また、その個人によ

る独創性は、その「伝統」を乱すものとして排除される。 「真正な民族誌資料」が変

化をうけない文化の「伝統」を示し、しかも均質な文化を代弁する以上、その制作年

代や作者を表示する必要は生じない。民族学博物館において「資料」の制作年代も作

者の名前も、ともに表示されない理由はここにある。しかしながら、それ自体で完結

し、外部世界から孤立して、変化を知らぬ社会など、歴史上存在したはずもないとい
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刈鴇書到君雪豆7ト銀銀エ・回1司妊（蓋薯到重｝…号呈糾望干ス｝暑社到豆

薯司レ『暑三州二二・1｛｝糾三二｝司叫暑｛｝刈二二・1ス三月銀叫．

 ユぞ碧川暑暑3フトス1呈二三胡且蚊t斗．三三ゼ剋否ス1スト豆91冠昊二

二ヌ1斗ス1叶回想叶｛｝邊菅ス回異文化01胡州戴σレ『三六到7ト三碧01蓋

二二唄。1可．二二ゼ重｝号｛｝糾石入回1叫号想，叫吾碧01弓｝入1そ｝寄。1翌噌司

エ上司到想暑二子山石入1コ入1呈司・戴三二剤・」ス1呈糾叫暑三斜む翌暑

t斗モ斗二三三碧・老人ト｛｝三州二重｝石入1呈週且糾τ三三召01亡卜．襖圃モヨ石八1

宅望尋ス1ス｝豆7ト：二三二三t斗妊ヨ｝三二暑司豆司’エ石筈暑司遇曾冷銀

芒摂q7ト二三相oll斗．

 二二二二列司暑薯石入1糾セ等音苦三皇三三吾午噌，三豊胡叫フ柱1

暑渠01叫．ユ司直，唄列川暑舎丑甘月セ等叫豆甘糾二等呈早手昇司叶
三相01叫エ想z：二二亡ト．

3豆杢｝倒馬∋尋斗豆杢｝司・セ等

1）を号呈糾到τ判豆碧

 二号｛茜｝石入催暑己1薯重｝号到呈｝弓望子ス｝暑喜，望薯入梶｝・1妊号嫡1・日

望薯且司暑唱重｝剛9｝選号入ト君01望薯司レ『委｝号豆司暑召三朔と勿セ

斜二二四書唄暑と獄暑湿01叫．吐ス1，豆司セ唄エ耳遇ユ讐01ス榎｝民

族誌スト豆セ石入国司 「異文化」釧台帳丑相胡司司セ葵01豆司三斜ヌ｝

01三三01亡卜．

 望刈世三石λ1宅スト豆7レ望叫叫重｝号呈糾暑「引丑」苛ユ「そ1暑層」

暑望三二セ裂剋フ回司をス囚薯スレ豆到「萢層碧」州司を呈刈呈・1

胡9エ，妊号呈糾到停滞性暑到司苛セ裂皇呈胡層苛翔宅叫．

 吉田憲司州到糾遇，“ 「そ1碧耐マ1否ス1府豆」 尊書 「萢碧尋剋尋ロ1

書」到フ1を01そ1刈呈糾エ銀セ引回ユ三三二二司魁 「入団」7ト完結

9エ毫司．，二三三楽ゼ入団叫エ司一言忌z｝。1叫．剛二三ユ入団叫釧早斗

三層尋を喜司・1三三二二旦早 「石暑」暑糾7ト 「遇甚」宅召斗呈刈ユ

「そ1三思」暑早閣二目一．ユ司エユ7刊？1二品を昇を碧芒ユ「碧暑」｛｝

司ス二二セろ！皇呈刈剛刈宅1斗．「萢三二民族誌スト豆」7ト二二二二ス1蕗

エ二二到 「二二」三二二二明司子鳥二二三二三二州二言セ01甘ユ

刈4望q1斗4ス刀豆入同ス1三二・1♀セ・月7回1銀叫．ユ司耳ユス圃三

州ミ｝そ掴エ斜早補刃回囚エ昭司・二二糾暑呈旦三二二号喜～耳神甘善刈

蝕｛｝司丹叡叫”エ載亡ト［吉田憲司1999：160］．

 ス障二二琶萢相思到呈刈ゼ二日皇司1コ組二手叫朔閉墾・週干ス隠到
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う［吉田憲司 1999：160］。

 資料に対する真正性の問題はパティオに復元された早牛に対する研究者たちの反応

からも窺うことができる。酒旗はみる側の参加と体験のため展示として有用な空間に

なって休憩所としての機能を生かすため作られた。共同研究の責任者が忠清南道地域

に残っているものを忠清骸骨出身の大工を呼んできて復元したのを強調しても酒幕に

対して持っているイメージと考えは一致しない。日韓両国の研究者たちの性別、研究

地域あるいは出身地によってそれぞれ異なっていることからもわかる。

 「博物館を民族の権利を主張する場にしょうとする動きが高まっている。どの民族

をとりあげても、その内部は決して均質ではない。地域・世帯・職業・性別、さまざ

まな要素のからみあいのなかで、ひとつの民族のなかにも多様な文化と多様な文化財

が存在する。そのどれをとって「自文化」の表象とするのか。そして、それを選びだ

すのは誰なのか。多くの場合、都市に住む一部のエリートのもつ「自文化」のイメー

ジが展示に反映されることになる。結局のところ、 「展示をする権利は誰にあるの

か」という問いは未解決のままである。展示という営みにたずさわる限り、表象の権

利や権力性をめぐる問題から自由になることは不可能である。かくしてわれわれは、

「自文化」の表象としての民族誌展示を論じる際にも、 「異文化」表象としての民族

誌展示を考えるときと同じ出発点に立ちもどることになるという［吉田憲司 1999：2

03－204］。

 異文化であるゆえに可能な展示もある。展示室の中央においてある葬輿がそうであ

る。普通、韓国では葬輿は汚れものとみなす。これを生活用具として展示することは

韓国人には想像を絶するものである。異文化の中で展示されている県令はステレオタ

イプから免れて堂々と資料として機能をしているわけである。これは、私が夜、日本

の墓地を通っても日本人が感じるほど恐怖感を感じないのと同じであるかもしれない。

いくら電子ガイドの説明で補おうとしても「もの」に対する共有した認識を十分とい

えるほど伝えられないのは「異文化」表象の限界かもしれない。

2）資料の価値性

 汚く色槌せたチマチョゴリが展示されているのをみると、もどかしさを感じる。韓

国のことをよく知らない人はそれをそのまま韓国文化として理解するだろう。しかし

ながら、展示資料の価値にこだわりすぎてよいもの、高級なものは韓国の文化で、よ

くない、高級でないものは韓国の文化ではないという意味をはらむ恐れがある。生活
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魁曾司1刈三唄暑奈戴1斗．手叫書書7ト斗刈唱暑♀種｝石入1呈ン『♀甚を号

社01司明二月1杢呈刈到フドま｛｝世司フ1♀1胡魁暑ol萢唄01亡卜．筈碧甘王

ス関司甘旧刊ゼ裂暑暑碧甘王苦剋二号暑暑司昇♀1尋唄。1四丁u｝．ユ

司耳重｝（翌磐三寸・二子ス匿。17トス1エ銀守手叫下司を・1ロ1ス1斗想z｝暑・1

し｝・1斗二巴q〒一ス19二丁忍ス図司1叫叫zPl u槌州叫叫叫71瑚呈・1
u｝．

 “二三平｝｛｝望香釧｛司団団を糾ゼを立呈糾司｛∋下司望01エ（ま到エ

銀叫．ユ己1し｝・二三剋尋・1薯ユ二二モ召ヨ量を司ス1鍵叫．ス1軸二三，司

唱，碧望号到叫磐を且杢暑・1昇看苛州瑚斜剋舎刷糾耳二三尋舎司レH

王二丁妊二三斗叫磐量暑糾嵜01善ス腫｝叫．ユ司と唄暑暑司刈 「自文

化」到豆な立呈三三7ト．ユ司エユ唄書翌日糾セ叫セ辛子望フト．司早甚到

眉♀三入回1三三望早勉司旦暑017ト冠 「自文化」到01ロ1ス17ト起入回1魁

二月刈宅叫．召テ，「石入1さ醤壬モ1司モ三ヤ・子（引711銀モ…フト」苛芒忌寸二胡召

肩ス1留下刈叙τ｝．石入1叫エ司一セ架司1暑朴糾エモ｝・月苛セを三三潮週

二二｛二二二二己柊｝呈二三囚ス陪呈斜ス1三二｛｝暑フトセ司・叫．。1零別丁

刈♀司セ 「自文化」到豆甘皇呈二二三二ス1石入1暑芒墾叫朔王，「異文

化」豆甘皇呈二二二二ス1石入1回想二丁叫9｝二二三世三皇呈q暑叫皇

二二r｝［吉田憲司1999：203－204］．

 二二叫叫暑モ｝｛｝補記四望香二二暑呈糾暑二二7ト叡三碧司q裂皇呈

豆な三川三二司1弓｝想豆呈・1遇週入1切1召ヌ1咽をエ，署叫ム目刈瑚ス1二

二暑斗二二二二刃勉器物暑冷唱・石入1司・戴1斗．

 二二，。1呈糾。1フ回1フドまを石入1呈銀叫．・1引喜9皇呈用フト畳・二二二

二豆ス1暑ス1丹7レ四望薯二君。1と二二三王召暑と刻ス1昊苛セ唄刈碧

起ストフレ・1三呈翌噌を叫苛φ三「二君」司1二二暑♀宅望剤三二香三唱

二三せ望二丁セ葵名 「異文化」豆甘釧尋刈qス1三三喜叫．

2） 叫暑一毛｝ スト」畳．91 7トヌ1ノ冒

 剛暑ユ喫叫剋ヌ1叫ス1エ司7ト石入1宅3！暑旦唱二二η｝苦暑と三七．を

琴暑琶．呈旦セ017トユ唄暑ユ司呈を号91呈糾叫エ01胡重｝喫01t斗．ユ四

三石入1スレ豆到ス1叫室1エ二丁を呈セユ魁司到到ロ1暑君王三州碧暑三

三三三三二・1u｝．エ三一三三魁・1を昇｛｝糾・1エユ零ス1蕗｛｝唄｛≧尋昇呈

糾7ト七月二三寸寸暑川王司ワ1明｛｝01τ斗．

 自文化01ロ1ス1ゼ他者暑釧剤脅剛碧三月三門社叫．吉田憲司州叫旦

里“ 「望薯ロ1を人ト」ゼ三子二二暑暑立杢琶司エ尋自文化釧。回ス1呈三
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用具をとおして文化を表象するものなら、生活用具の善し悪しの選択はだれが何を基

準に決めるものだろうか？このような自文化のイメージは他者を意識するとき形成さ

れるようである6

 吉田憲司は、 「日本美術史」は海外に日本を訴えようとした自文化のイメージとし

て誕生したものであるという［吉田憲司 1999：87］。 「日本美術史」は東京国立博物

館の前身である帝室の博物館によって天皇とその時の権力者の美術を中心に編成され

た。東京国立博物館の「東洋古美術博物館」への特化はまた、現代にいたるまで日本

人の価値観と自文化イメージに大きな影をおとしている。 「美術こそ一国文化の精粋

である」という考え方はかなり日本人の意識のなかに定着している。それはまた、美

術以外のもろもろの器物に対する関心と評価の低さにつながるという［吉田憲司 199

9：114－115］o

 また、 「民族誌資料／民族美術」という概念の創造は、 「モダン・アート」という

概念の創造と一体になったものだった。西洋が自己を中心とした世界システムを作っ

ていく過程で、非西洋は「他者」化され、変化、創造、抵抗の主体としてではなく、

受動的な対象として表象されたものである。ここで、われわれ求められているのは、

「資料」と「作品」、 「民族誌資料／民族美術」と「モダン・アート」という区別そ

のものを問い直してみることである［吉田憲司 1999：68・169］。

3）博物館の選択のあり方

 美術史家ダンカン・キャメロンによると、ミュージアムのあり方には「テンプル」

と「フォーラム」という二つの選択肢があるという。 「テンプルとしてのミュージア

ム」とは、すでに評価の定まった「至宝」を人々が「拝みにくる」神殿のような場所

である。新しい発見は期待することができず既成の価値観が強化されるだけである。

ナショナル・ミュージアムとか、リージョナル・ミュージアムの多くはそのカテゴリ

ーに属する。 「フォーラムとしてのミュージアム」とは未知なるものに出会い、そこ

から議論がはじまる場所という意味である。 「フォーラムとは議論が戦わされる場所、

テンプルは勝ち誇った者が居座っている場所である。前者は過程であり後者は結果」

である。 「抵抗と対決、実験と革新などはすべてフォーラムのみ可能なものであり、

テンプルには期待すべくもない」という。情報の十字路として国家の境、文化の境を

越えてのミュージアムを構想する場合に、求められる新しいミュージアム像はフォー

ラムとしてのミュージアムである。そのためには展示する側と展示される側との共同
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居想重｝唄”ol叫エ醒亡ト［吉田憲司1999：87］．王 「望薯到ロ1台入』セ暑眉号

唱叫暑普到前身剋帝室到叫暑モ｝州到三冠屠斗｛弔府舛宅｝刈銀ゼロ1含

暑吾忍皇呈週碧山銀r斗．“暑眉テ噌叫暑嵜到 「暑（君エロ1含叫号吾」皇正号

言入1哲二王観刈州。1旦フ1叫ス1望薯二二フトヌ1山斗自文化01司ス回1ヲ『湯

壷二重｝｛｝ロ図エ銀1斗．「ロ1告010㌃魁呈重｝申斗暑糾釧蔚青梓」叫エ司回

想4二一薯q三三七二司1甘望右回糾月（判戴叫．ユ引喜空糾ロ1含。1到

到司己1フトス1器物二二量三三二心7ト丹二三唄斗二君宅叫”エ司蝕τ十

［吉田憲司1999：114－115］．

 ユ司：丑“「剋否ス1スト豆／望尋・1を」・1叫ゼ7帽到を至セ 「旦望叫

豆」舛壱。1碧唱尋フ聰・1珠刈磐・1スレ二号三皇呈を信認入1ム剋暑

湿暑司丹セ斗碧司レ『非西洋喜 「他者」化月ユ遇糾，君呈，刈屠三主膿呈

刈7ト・胆冷暑剤剋三四豆呈刈丑甘宅葵・1叫．司フ囚ス1舌♀司暑司囲

週豆呈心隔喫書，「スト豆」斗 「4苦」，「剋香ス1スト豆／望手・1含」斗

「呈望。匹」叫コ．糾セ前里ユス｝剥ほu｝入1想4一旦セ裂”・1叫エスレ『

糾エ藍汁［吉田憲司1999：169］．

 スト豆到升ヌ1斗碧7ト叫τ肢｝召糾書他者暑到剤司・セを到琶・午叡モ

唄。レ1セ糾ス榎｝，を号到自文化01ロ1ス回1叩選を量手を薯吉田フトスレ司糾

エ気セ 「望薯到自文化01ロ1ス1」到唱碧三石司早温気・叫ユ芒琶冷叡葛

引・1u｝．

3） 叫暑モ≡｝91く旦日

 美術史家Duncan Cameron朔 到糾週，叫暑モ｝州セ 「朴望（temple）」斗

「：蓉を（fonlm）」01叫セ27刊91く1日二一01銀叫ユ尋叫． 「朴斜呈刈91叫暑

モ｝」。1畳・回碧7国・囲戴セ「司モ｝司急9一重｝旦暑一」暑入前暑。1「一望

苛己i皇ゼ」神殿叫そ｝会を杢。1叫．入刊呈金唐君｛≧7一高牛叡エフ困潮

フトヌ1豊・1君糾暑磐・1叫エ駐τ干．号唱叫暑喜・1し｝ス円三富モ｝釧二二高台

ユ二手三舎妊叫．「壱を皇呈刈到叫暑モ｝」o促｝未知斗到二言暑暑司囚

入レr芒到フレ入論証セを杢司セ朝・1・1口・．「署そ｝・1弓｝芒碧・1塑｝妊そ｝杢，

入ト組薯合司暑心用芒スト7ト司暑司銀セを杢01叫．前者セ叫碧01エ後者

セ召斗」01叫．「刃脅斗司召，唱碧斗司くユ号喜旦早署を朔刈魁7レ皆尋

唄。1ユ舜♀1明1セ7圖曾φス1王叡可」ヱを珠碧旦到一卜字路呈二号7回

眉礼呈糾二三刃屠主週き回ス¶刃1三宅叫暑モ｝暑〒醤重｝眉♀州ユ司ス1三

明三岳二二喜像薯尋そ｝一9一呈刈到 叫号普01叫．ユ司フ1♀1胡刈羽石入1苛モ

ス桝道入国セスLユ司エ石入催・旦モス二二朴・回司糾斗号暑z団暑
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作業を指向する展示、文化の担い手も参加を組み込んだ展示、期間を限定したテーマ

展示の積極的な導入、リピーターの確保、デジタル技術で構築された展示などが必要

である［吉田憲司 1999：212・230］。

4 おわりに

 以上で述べたように『日本においての韓国文化の表象』に対する考えを吉田憲司の

『文化の「発見」 現代人類学の射程』を参考・引用しながらまとめてみた。

 急速な交通・通信の発達により、ものと情報、ヒトの移動が非常に活発である。そ

して異文化に接する機会や情報の必要性が増している。このような変化や動きに応じ

て博物館は異文化がみた自文化、自文化がみた異文化を表象するのに個性と変化を追

求し、リピーターが何回も訪れる新しい情報の発信源にならなければいけない。

 「もの」をとおしてその社会を表象することは大変難しい作業である。しかし、異

文化表象の限界を克服するためには、一方的ではなく表象する側と表象される側が展

示に一緒に参加し、みる側の展示された「もの」との接触・体験と文化の担い手との

対話、企画展により常設展の固定化へのイメージを補い、新たな情報の発信源として

獲得をとおした「フォーラム」としての博物館をめざすべきであろう。その意味で今

回のシンポジウムは新たな博物館の始まりを意味するものであると思う。

【参考・引用文献】

朝倉敏夫 2000「新‘朝鮮半島の文化’展示」国立民族学博物館

吉田憲司 1999『文化の「発見」 現代人類学の射程』岩波書店
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ス博苛セ石入1，呈糾到甘τまスレスレS州到冠 「自文化」石入1，71社暑妊茗耐

司叫週入回司号司q王唱，ス耳望星｝ス國斗旦，司ス梶171告呈早寄宅石入1

号01裂且苛叫［吉田憲司1999：212－230］．

4喫｛｝豊

 01甘司レ『 『望薯（刈1銀◎1刈到 重｝号｛｝糾到王甘』明1mを想z｝暑吉田憲

司到 『呈糾到 「唐君」 現代人類學到射程』暑看エ望甚司一α1碧司司旦

戴τ｝．

 君舎重｝」1暑・暑く旦q唐量呈暑石斗相旦，入ト君釧01暑薯斗刃（判と剛

旦叫王暑世司州・國ス1エ飯叫．・回1叫叫・隠糾叫召墾奈銀セフ国斗

碧南91遭一Rノま01ユ1｛｝吾且子宅叫．叫叫刈叫号書舎01藤里d11召聾・午銀

セフ国7ト薯・隠糾暑日乗重矧戴・牢『フ囎斗遇糾暑手子司一司モ｝菅スレト

喫剋01エ噛呈苛セ入刊呈｛｝碧旦到を01月明0㌃重｝唄01τ斗．

 暑君暑筈司・明ユ朴司到呈糾暑豆な糾セ唄薯碧魁碧暑エ（判司を4

唱01叫．ユ己1耳01呈糾豆甘釧を刈暑号昇苛フ1♀1胡刈セ望骨司望01呈糾

斜な・1・｝月ヨ｝豆な司・セ等斗豆杢国セ等。1石入回1社・1君7L宅｝君スト升

週入偲暑君暑魁ス1エ刈軋田図9セ斉斗潮司軋フ図石州潮溜甘翌石

釧エ相者・回スほ牛宿号暑薯を喫｝そ｝」皇古酒到叫暑喜暑ス1書画叫

升叶墾現。1珠ユ遇潮ロ回書・1剋闇王ス陪一書入肩呈岳叫暑牲嫁入1ぎ陪

釧ロ1を叫エ薯τ斗．

室｝エ｛｝観

朝倉敏夫2000「新“朝鮮半島の文化”展示」号砲一議叫舌感牲

吉田憲司1999『呈糾到 「望｝君」 現代人類學到射程』岩波書店
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